
当会事務局職員が、2007年1月より在
デンマーク日本大使館に出向していま
す。国際競争力や人々の幸福度で高い評
価を受けるデンマークからの現地報告
を不定期にお届けします。

デンマーク王国DATA
人口560万人（≒北海道）、面積4.3万平方キロ
（≒九州）、欧州最古の王室を有する立憲君主国。
「世界一幸福度の高い国」「環境・デザイン・福祉
先進国」として知られ、アンデルセン童話、食器・
家具・知育玩具などのブランドは日本でも有名。
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私の思い出写真館

伊藤 守
毎日コムネット
取締役社長

脱サラ・脱都会が
起業の原点

休日にホテルスタッフと鱒釣りに出掛けた時の様子。
右から2番目が筆者（昭和52年）

昭和51年秋、大学を卒業して入社した山崎製
パンを1年7カ月で退職し、まったく知り合い
のいない新潟県・妙高高原のリゾートホテルに
支配人として赴任することになりました。
当時の憧れの職業はペンションのオーナーで
した。テレビでも、故・田宮二郎氏主演で、都
会で疲れた男女が高原のホテルを再建する「高
原へいらっしゃい」という連続ドラマが人気を
博していました。サラリーマン生活になぜか没
頭できない私は、躁

そううつ

鬱気味な日常を送っていま
したが、ひょんなことからパートで勤務してい

た女性のよろず
相談を聞き、そ
れが発端となっ
て、何の勝算も
ないのに、脱サ
ラ・脱都会とい
う、「英断」という
より「暴挙」に
打って出ること
になりました。
私が支配人と
なってから2年
2カ月後、ある出

来事が起こります。雪の降りしきる昭和54年1
月18日、お子さんがいないホテルのオーナー
は愛犬を残し、奥さんと共に「夜逃げ」をして
しまったのです。妙高高原に骨を埋める気で勤
務していた私には帰る場所もなく、またシーズ
ン途中という事情もあって、お客さまへの対応
やら、債権者との折衝もあり、ホテルに残り、
残務処理をする腹を決めました。その時の心境
を思い出すと、不思議なことに、毎日足取り重
く出勤していたサラリーマン時代とは異なり、
生き生きと活動している自分を見いだしていま
した。
ホテルに1年残って汗を流し、残務処理もめ
どが立った時に、今後の人生行路を考えました。
サラリーマン生活に戻ることは既に選択肢にな
く、この経験を通じて迷うことなく「起業」を決
断したのです。そして、資本力が必要なホテル
業ではなく、城はなくても機動的な活動で躍進
できる野武士のような旅行業で起業しました。
この写真を見るたびに、サラリーマン落第生
で都落ちして、揚げ句の果ては主人にも見捨て
られたのが、「人間万事塞

さいおう

翁が馬」ではありませ
んが、ピンチはチャンスのターニングポイント
だったとつくづく思います。ホテルの玄関先でお客さまと。（昭和52年）


